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2011年度版発刊にあたって

平成19年度に二次試験の内容が変わって、もう4回の試験が行われました。
新制度試験は、知識だけではなく知恵、課題解決プロセスを重視したもので

す。常日頃から仕事を通して蓄えた知識と経験や課題解決スキル、そういった
日常の仕事で必要とされる力がそのまま生かせる試験になったと私は思ってい
ますし、そのことが年ごとに明確になってきた4年間であったと思います。

筆記試験は記憶力や速記力などの勝負ではなく、題意を読み解き、問題点を
抽出し、合理的で最適な解決策を考察し、それらを読みやすく筋道立てて文章
表現できる力の勝負になりました。

もちろん問題数が少ないことによる偏りとか「山の当たり外れ」といった弊
害もあるでしょうが、総じて「いい仕事ができる力」と「試験に合格する力」が
重なった試験になったのだなあと感じているところです。

2011 年度版では、平成 22 年度試験結果を踏まえた改訂を行いました。政
権交代に伴うインフラ整備の方向性の変化も反映されているようですし、出題
傾向がワンパターンにならない工夫もされているようです。そういった傾向も
盛り込み、また選択科目のSUKIYAKI塾講師アドバイスを充実させました。

今回の改訂でも、SUKIYAKI塾講師や19 ～ 22年度受験生の皆さんから、ア
ドバイスや経歴票・筆記試験合格答案例をたくさん掲載させていただきました。
ご寄稿・ご協力いただいたみなさんに心から感謝申し上げます。

努力は必ずしも成功を約束してはくれませんが、成功は必ず努力の礎の上に
立っています。受験生のみなさん、日夜技術力を鍛え、課題解決スキルを鍛え
ましょう。合格はその努力の先にあります。

2011年1月

ワンマン電車の窓から雪景色を眺めつつ
APECこと鳥居直也
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ま え が き

私は「技術士受験を応援するページ SUKIYAKI 塾」（http://www.pejp.net/ 
pe/）というホームページを開設しており、日々いろいろな方からメールをい
ただきます。主なものは試験に関するさまざまな相談ですが、中には
「今年の問題をズバリ予想してください」
「これだけ覚えておけば大丈夫ということを教えてください」

といったものがあります。気持ちはよくわかるのですが、
「もうそんな試験じゃないんだけど」

といつも思います。

今の技術士第二次試験は、問題を予想し、答案を用意して丸暗記し、試験会
場では一瀉千里に書きまくるといった、技術士が「記述士」と揶揄されてきた
ころの試験ではなくなりつつあるのです。今の試験が求めているのは、知識だ
けではなく知恵、すなわち与えられた課題を解決するプロセスの妥当性や論理
性です。

そういった試験で合格するための最短ルートは答案用意・丸暗記ではなく、
知識や経験を身につけた上で、試験の特徴・求められていることをよく理解
し、いい答案の書き方を身につけるということではないかと思います。

この本はそういう「新しい試験」を受験される方を応援するために書きまし
た。ですから、ズバリ問題予想や、「これを覚えてそのとおり書いたら合格」
というような答案例のようなお手軽特効薬は書いてありません。書いてあるの
は、問題が求めているものに近い答案を、限られた試験時間の中で書く方法の
提案です。

私のホームページは、試験情報提供も目的のひとつではありますが、できれ
ばいろいろな形で「技術者互助」が実現する場にならないだろうかと思ってい
ます。そして嬉しいことに、そういった思いを受けとめ応えてくれる人たちが
たくさんおられ、おかげさまで様々な情報や体験記、アドバイスなどが集まる
ようになりました。
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そして今回、同じ思いで、多くの方のお力を借りてこの本を書きました。こ
の本には SUKIYAKI 塾の講師からのアドバイス、 平成 19 年度受験生の皆さん
の書かれた経歴票や筆記試験答案例をたくさん載せてあります。ご寄稿いただ
いたSUKIYAKI塾講師のみなさん、経歴票や答案例の掲載をご快諾いただいた
19年度受験生のみなさんに心から感謝申し上げます。

書いてあることの内容はホームページと大差ありませんが、本というメディ
アの持ち味を生かそうと私なりに努力はしたつもりです。

また、この本の発刊以降にも、国土交通白書発刊をはじめさまざまな情報付
加・状況変化があるでしょう。これらへの対応や、練習問題の提供などはホー
ムページ（http://www.pejp.net/pe/）にて行っていきたいと思います。

技術士試験に挑まれる皆さんが技術士となり、そして夢を持って技術者ライ
フを送っていかれるために、この本が少しでも力になることができれば、これ
以上の喜びはありません。

2008年2月

生活と夢をかけた出張先のホテルにて
APECこと鳥居直也
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1　二次試験に向けて

1．1　技術士試験ってどんな試験？

技術士試験は、一次試験と二次試験からなります。
一次試験は技術士になるための前提条件である「修習技術者」になるための

試験であり、二次試験は技術士になるための本番試験です。
修習技術者は、大学のJABEE 認定プログラムを修了するか、一次試験に合

格した者をいいます。なおJABEE 認定とは、技術者資格の国際化のため「ワ
シントンアコード認定大学卒業生と同等の学業レベル」を保証するための制度
で、大学など高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムが社会の要
求水準を満たしているかどうかを外部機関（日本技術者教育認定機構：JABEE）
が評価し、要求水準を満たしている教育プログラムを認定する専門認定制度で
す。そしてこのJABEE 認定を受けた教育課程を修了し、修了認定が受けられ
ると、卒業翌年に文部科学大臣から一次試験免除が認められ、修習技術者とな
ります。

修習技術者になると、図に示す3つのコースのいずれかを経ることで二次試
験受験資格を得ます。これについては次章で詳しく説明します。

二次試験は筆記試験と口頭試験からなり、筆記試験に合格した者は口頭試験
に進むことができます。そしてこれらをクリアすると晴れて技術士となります。

図 1．1　技術士へのステップ
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技術士となった後は、継続研鑽（CPD）を積むことが求められています。現
時点ではCPD を積まなくても特に不利益はないようですが、公共土木建設事
業では、受注者選定基準のひとつとして取り入れる動きがあるなど、資格取得
をさらなる研鑽へのスタートラインととらえることが求められる世の中になっ
てきています。

そしてその先には、APEC エンジニ
アや EMF 国際エンジニアなどの国際
資格への道も開けています。

このように、修習技術者、技術士、
さらに海外へ活躍の場を広げようとい
う人にはAPEC エンジニア・EMF国際
エンジニアへとステップアップしてい
く、その中に技術士は位置付けられる
ようになっていくと思われます。

さて、技術士には21の部門があります。①機械、②船舶・海洋、③航空・
宇宙、④電気電子、⑤化学、⑥繊維、⑦金属、⑧資源工学、⑨建設、⑩上下水
道、⑪衛生工学、⑫農業、⑬森林、⑭水産、⑮経営工学、⑯情報工学、⑰応用
理学、⑱生物工学、⑲環境、⑳原子力・放射線の各部門と、21番目の部門と
して総合技術監理部門があります。

そして各部門の中にはいくつかの選択科目があります。建設部門の場合、①
土質及び基礎、②鋼構造及びコンクリート、③都市及び地方計画、④河川、砂
防及び海岸・海洋、⑤港湾及び空港、⑥電力土木、⑦道路、⑧鉄道、⑨トンネ
ル、⑩施工計画、施工設備及び積算、⑪建設環境の11科目があります。

技術士資格は、選択科目ごとに付与されます。（登録証には部門までしか書
いてありませんが、「登録等証明書」を取り寄せると科目まで書いてあります）

したがって、試験も選択科目ごとに異なった内容（筆記試験の選択科目がこ
れに該当）となります。
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1．2　二次試験の内容は？

技術士第二次試験は、修習技術者が技術士になるために受ける試験です。

（1）受験資格

受験資格の制限は3種類あります。
①�修習技術者として優れた監督者の指導下で実務修習プログラム4年（うち

2年まで大学院経験組み込み可能）
②�技術士補登録後、指導技術士の下で実務経験4年（うち2年まで大学院経

験組み込み可）
③�修習技術者として実務経験7年（一次試験合格前にさかのぼってカウント

することが可）
詳細は次章で述べますが、今後スタンダードな受験資格となっていくのは①

だと思われます。気になるのは「優れた監督者は誰か」ということですが、技
術士会に問い合わせた結果では、たとえば技術士などでなくても実務経験7年
以上の技術者であれば可能です（詳しくは次章で）ので、あまり気にしなくて
もいいようです。

修習技術者にはJABEE 課程を修了すれば無試験でなれるので、大学卒業か
ら4年たち、26歳になった翌年には二次試験に挑戦できることになります。

（2）試験の内容

試験は、次の4ステップで進みます。詳細は次章以下の各章で述べます。

① 出願（第2章で詳述）
郵送および窓口受付にて出願します。（平成23年度よりインターネット出願

はなくなりました）
日程は次のようになっています。（郵送による願書受付は当日消印有効）
　（出願書類配布）　　　　　　4月１日（金）～ 5月9日（月）
　（郵送・窓口での願書受付）4月11日（月）～ 5月9日（月）
この段階を「単なる出願手続きだけ」と思っていると後で致命傷になること

があります。ここで作成する業務経歴票は、口頭試験での重要な評価資料とな
るとともに、これに関した質問がなされ、また技術的体験論文との整合性にも
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注意を払う必要があるからです。
② 筆記試験（第4章および第5章で詳述）

平成23年度試験は、総合技術監理部門については8月6日（土）、その他の
部門については8月7日（日）に実施されます。

午前中に問題Ⅱ（必須科目：いわゆる部門一般）、午後に問題Ⅰ（選択科目：
いわゆる専門問題）があります。

問題内容および試験時間は以下のとおりです。
（問題Ⅱ）「技術部門」全般にわたる論理的考察力と課題解決能力
　　　　 2問中1問選択、600字詰A4答案用紙3枚
　　　　 2時間30分（9：30 ～ 12：00）

（問題Ⅰ）「選択科目」に関する専門知識と応用能力
　　　　 10問程度から2問選択、600字詰A4答案用紙3枚×2問
　　　　 3時間30分（13：00 ～ 16：30）
合格発表は平成23年10月です。20・21年度が27日、22年度が29日であっ

たことから、平成23年度もこのあたりが合格発表ではないかと思われます。
合格率は例年対受験者20％台前半のようです。

③ 技術的体験論文提出（応援シリーズ　口頭試験対策編）
筆記試験に合格した人については、技術的体験論文を提出するよう指示され

ます。
技術的体験論文はフォーマットが決まっており、例年通りならA4縦用紙2

枚以内に図表等を含め3,000字以内（白黒）です。
提出期限は、11月上旬（平成22年度は11月9日）で、合格発表から2週間

ちょっとしか余裕はありません。

④ 口頭試験（応援シリーズ　口頭試験対策編）
筆記試験合格者について、12月から翌年1月にかけて行われます。
試験会場は東京で、試験時間は45分ですが、実質35 ～ 40分ということが

多いようです。なお合格発表は3月初旬です。（平成22年度は4日でした）
（社）日本技術士会（以下、技術士会）ホームページに公表されている試験内

容を次頁に示します。4月に出願受付が始まり、翌年3月に最終合否発表があ
る、1年がかりの試験になります。
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表 1．1　平成 23 年度試験内容一覧

願書
配布 平成23年4月1日（金）から････窓口・郵送出願の場合のみ

出願
期間

平成23年4月11日（月）から5月9日（月）
　（窓口・郵送出願のみ。受付は土曜日・日曜日・祝日を除く。） 

試験日 平成23年8月7日（日）：総監以外の部門・総監部門の選択科目、
　　　　　　　　　　　 総監は8月6日（土）

筆記
発表 平成23年10月（おそらく28日ごろではないかと思われます）

技術的
体験論
文提出

平成23年11月10日前後まで （筆記試験合格者のみ）
書留郵便送付もしくは持参提出（メール送信不可）

口頭
試験

平成 23 年 12 月～平成 24 年 1 月の、 あらかじめ通知する 1 日（筆記合格
通知とともに通知。おそらく12月第1土曜日から1月最終日曜日までの
間ではないかと思われます）

合格
発表

平成24年3月に、技術士会HP・文部科学省HPにて番号公表、官報にて
番号と氏名公示（4日前後ではないかと思われます）

試験地
筆記：北海道、宮城、東京、神奈川、新潟、石川、愛知、大阪、広島、
	 香川、福岡、沖縄
口頭：東京（例年、渋谷のフォーラム8が主体）

試験
内容
・

合格
基準

科目および内容 試験
時間 配点 合格

基準

筆
記
試
験

選択
科目

選択科目に関する専門知識と応用能力
（600 字詰め答案用紙 3 枚＝ 1 , 800 字
以内で記述する問題が2問、
計3,600字）
　　……「専門問題」

3時間
30分 50点 6割以上

必須
科目

部門全般にわたる論理的考察力と課題
解決能力（600 字詰め答案用紙 3 枚＝
1,800字以内で記述する問題が1問）
　　……「部門一般」

2時間
30分 50点 6割以上

口頭
試験

1.�技術的体験を中心とする経歴の内
容と応用能力

2.�必須科目・ 選択科目に関する技術
士として必要な専門知識及び見識

3.�技術士としての適格性及び一般知
識

　  ※�試験前に3,000字A4用紙2枚の
技術的体験論文提出

45分

40点

40点

20点
各

6割以上

受験料 14,000円
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1．3　試験が求めるものは？

前にも書きましたJABEE 認定修了者が、二次試験受験に必要な実務経験年
数を満たした平成19年度、二次試験の内容が大幅に変更になりました。これ
に伴い、試験が求めるもの（＝合格するために備えるべき資質･能力）も平成
18年度以前とは異なったものになっています。

それでは、今の試験制度はどのような資質・能力を求めているのでしょうか。
以下、平成 18 年度以前の旧制度試験と現行試験を対比しながら説明します。
旧制度と比較して説明するのは、いまだに旧制度の感覚のままで受験指導が続
けられている例が散見されるためです。これら善意の指導を非難するわけでは
ありませんが、合格のためには新制度に即した指導が望ましいと思います。

（1）知識だけではない

試験大綱では、筆記試験で評価する資質を以下のように明示しています。
・選択科目：問題Ⅰ（専門問題）
　旧  制  度：「選択科目」に関する一般的専門知識
　現行制度：「選択科目」に関する専門知識と応用能力
・必須科目：問題Ⅱ（部門一般）
　旧  制  度：「技術部門」全般にわたる一般的専門知識
　現行制度：「技術部門」全般にわたる論理的考察力と課題解決能力
このように、旧制度試験では専門問題・部門一般とも「一般的専門知識」を

求めていたのが、現行制度では、専門問題は専門知識プラス応用能力、部門一
般は知識ではなく論理的考察力と課題解決能力を求めるようになりました。
「専門知識」はまあいいとして、「応用能力」、「論理的考察力」、「課題解決能

力」とは具体的にどういうもので、それをどうやって確認し評価するのでしょ
うか。

結論からいうと、それは表1.2および表1.3のようなものであり、同表に示
したような方法で確認されます。

なお、これら表の記載内容は、私個人が考えたものではありません。技術士
会技術士試験センターの方針として公的な講習会の場で示されたものであり、
公表資料であると判断しています。
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